
まち Lab2007 

第 24 回まち Lab 

開催日：平成 19 年 11 月 21 日（水） 

場所：まちやサロン 

参加者：中里・津久井・荒井・加藤・津久井        

進行：猪俣 

報 告 事 項 

① 歴史の小径事業「紺屋町部会」終了と今後  事務局中里 

 11 月 20 日紺屋町部会最終回終了 12 月 5 日（水）鍛冶町＆二業検番部会発足 

 「ワークショップ等で出た部会の意見をできるだけ尊重し、プランに盛り込み提案及

び実施に移りたい。」 ５日以降の部会コーディネータは為邦孝敏氏 

② 用語解説パブリックインボルブメント（公共政策決定に関する市民参加と合意形成）  

 別紙資料配布 猪俣 

 「雑誌やインターネットで見たキーワードだが、公共への市民参加や市民と行政の協

働を考える際に非常に重要なスキルであり、館林市役所等でも再考の必要があるケー

スを見かける。」 

 

③ その他  

なし。 

 

 

Briefing 

 

① リーダー論「ダメな政治リーダーって」「リーダーには哲学や志必要」 

 

② 税財政について「地方税論議 遠い収束」「都から 3000 億円移譲案」 

朝日新聞平成 19 年 11 月 16 日、20 日 ※以上報告者：中里 

 

③ NPO 統計「非営利部門の統計整備」阪大教授山内直人 日経 19 年 11 月 15 日朝刊 

 別添①非営利サテライト勘定に関する調査報告内閣府経済社会総合研究所 国民計算部 

②NPO 法人統計データ 日本 NPO センター ※報告者：猪俣 

 

④ 八ツ場ダムによる温泉街の水没とまちづくり ※報告者：加藤 

 

※Briefing のための記事を選択するばかりでなく、そこから派生する知的展開により

期待したい。（猪俣） 


